
 （単位：千円）

ビッグハット エムウェーブ ホワイトリング アクアウイング 南長野運動公園 スパイラル 合　　計

＜歳出（管理運営+改修費）＞

合　　計 161,905 361,976 79,803 245,409 221,656 211,823 1,282,572

＜歳入（NTC委託料を含む）＞

合　　計 37 100,802 111 1,006 8,681 109,220 219,857

A ＜歳出－歳入＞

一般財源負担分
（通常管理費分） 161,868 261,174 79,692 244,403 212,975 102,603 1,062,715

※オリンピックスタジアムは、「南長野運動公園」に含まれる。（体育館、プール、テニスコート、公園管理費等を含む金額）（総合球戯場は除く）

※スパイラルを除く各施設の利用料金は、各施設の指定管理者の収入となる。

（単位：人）

ビッグハット エムウェーブ ホワイトリング アクアウイング 南長野運動公園 スパイラル 合　　計

B 利用者数 268,778 446,298 178,146 130,467 352,032 6,339 1,382,060

※南長野運動公園の利用者は、野球場、体育館、プール、テニスコートを含む（総合球戯場は除く）

　オリンピックスタジアム単体の利用者は　101,516人

A÷B （単位：円）

ビッグハット エムウェーブ ホワイトリング アクアウイング 南長野運動公園 スパイラル 平均

602 585 447 1,873 605 16,186 769

※小数点以下四捨五入

平成27年度　オリンピック施設管理運営費　決算額一覧表

平成28年11月24日
公共施設適正化検討委員会　資料１－３

利用者一人当たり
一般財源負担分



期日 地区 参加人数 主な意見等（質問への回答）
10月16日（金） 第 二 地区

住民自治協議会 総務委員会
２１人
（男19 女2）

・長野市民にスパイラルの受益者がいるとは思えない。早急に見直す（廃止）べきで
ある
・地域公民館はマネジメントの対象か？（市有施設ではないので対象外である）

11月13日（金） 七二会 地区
住民自治協議会 区長会

１６人
（男16 女0）

・利用者の少ない施設を検討対象とした場合、中山間地域の活性化と相反するので
はないか
・オリンピック施設、特にスパイラルや、平成の合併地区の数多くの施設にどれだけ経
費がかかっているか、市民にしっかり説明すべきである。昭和41年合併の七二会地
区には何も無い
・長野市芸術館を作るお金がありながら、各地区にある施設を減らすのは矛盾してい
る。市有施設が多く財政負担が重いことはずっと前から分っていたはずである

12月3日（木） 安茂里 地区
住民自治協議会 地区会長会

１８人
（男17 女1）

・総論には賛成だが、今後個別の施設について利用者の意見を聞けば、必ず反対意
見が出る
・指針にはどれだけ強制力があるのか。今までの市長等は施設を作るのに熱心で

住民自治協議会向け 出前講座におけるスパイラルに対する意見等
平成27年9月から平成28年7月にかけて、市内全32地区で実施
公共施設の現状と課題、マネジメントの基本方針など総論を説明、意見等をいただいたもの

・指針にはどれだけ強制力があるのか。今までの市長等は施設を作るのに熱心で
あったが、これからは変わらなければならない
・スパイラルは市だけで維持することはできないと思うので、国としての対応が必要で
はないか
・小学校の修繕予算が無くて困っている。子どもが快適に学べるようにすべき
・市営住宅は古いものから、かなり空き家が出ているので対応を

12月17日（木） 戸 隠 地区
住民自治協議会 常任評議員会

３５人
（男30 女5）

・複合化等による転用で建設時の補助金の返還が生じないか？（施設ごとにケースバ
イケースであるが国も柔軟な対応になっている）
・複合施設化というが、小学校に不特定多数の者が入るとセキュリティーの問題が生
じるのでは？（セキュリティーに充分配慮した、施設整備の先行事例が全国的に多数
ある）
・スパイラルに対しては国等がより財政支援すべき。年間いくら経費が掛かっているの
か？（減価償却など含めると年間約3億5千万円かかっている。なお、国からナショナ
ルトレーニングセンター委託料として約9千万円の収入がある）

1月19日（火） 更 北 地区
住民自治協議会区長会

２６人
（男25 女1）

・権堂再開発（イーストプラザ）など新たな施設が建設されているが、マネジ
メントの視点はあったのか？（マネジメント指針が策定される前から計画が検
討されてきた施設である）
・スパイラル等オリンピック施設に多くのお金がかかっているのではないか


